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	 屈折率測定は, 濃度測定や糖度測定といった産業応用のみならず, バイオセンシングへの応用
の観点でも, 重要である. 我々は,モード同期ファイバー光コム共振器に多モード干渉ファイバー
センサーを導入した屈折率センシングを提案している. ここでは, 屈折率変化を, 光コム RF 周波
数（繰返し周波数 frep）で読み出すことにより, 屈折率センシングの高精度化を狙っている[1]. 従
来法では, 非線形偏波回転モード同期法の低ロバスト性により, 屈折率測定範囲に制限があった. 
また、モード同期自由度が多いため、frep 再現性に難があった. そこで,ロバスト性が高く, モード
同期自由度の少ない可飽和吸収ミラー(SAM) 型モード同期法[2] に注目した. SAMに利用により, 
屈折率測定範囲の拡大と測定再現性の向上が期待できる.本研究では, SAMを用いた光コム共振器
による屈折率センシングの原理検証と, 従来法との比較による性能評価を行った. 
	 図 1 に本研究で用いるリング型ファイバー光コム共振器の概略図を示す. 共振器内にサーキュ
レータを用いることにより, SAM は共振器内においてモードロッカーとして機能する. さらに共
振器内に MMIファイバーセンサー [3] を配置し, 屈折率変化に伴う frepシフトの計測により高精
度な屈折率センシングを実現する. 図 2にMMIファイバーセンサー周囲サンプルの屈折率変動に
伴う光スペクトルシフトを示す. 測定サンプルには水/エタノール混合液を用いた. 図より, SAM
を用いたファイバー光コム共振器でも, 共振器内MMIファイバーセンサーによる屈折率依存性ス
ペクトルシフトが確認できる. さらに, 高濃度サンプルにおいてもモード同期スペクトルが得ら
れていることから, 屈折率センシングの測定範囲において, 従来法と比較し優位であることが確
認できる（従来法では 20%）. 発表では, それぞれの共振器センサーでの屈折率センシングにおけ
る性能比較について報告する予定である. 
本研究は, JST-ERATO美濃島知的光シンセサイザ（JPMJER1304）の助成を受けて行われた. 
 

 
    
Fig. 1 Schematic diagram of experimental setup            Fig. 2 Optical spectrum shift 
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